




児童の実態から
・明るく素直で、子どもらしい児童が多い。

・基礎的・基本的な学習内容は定着しつつあるが活用

力に課題がある。

・自主性・自律性に欠けるところが見られる。

・音声言語による表現力が乏しい。

・よく考えているがコミュニケーションによって、考えを深
めることができない。



学校教育目標の具現化の視点から

【本校の学校教育目標】

　　　○　かしこい子　　　 （知）

　　　○　やさしい子　　　 （徳）

　　　○　たくましい子　　 （体）



学校教育目標の具現化の視点から
【目指す学校像】
　児童が安心して自己表現し、自己実現
できる学校

【目指す児童像】
　知・徳・体の調和のとれた児童の育成





【仮説１】
主人公の気持ちに託して、児童に本質的な問いを投げかけ、自分
とは異なる考えに接し、考えを深め、内面を高めさせていく道徳の
授業を展開すれば、よりよく生きようとする児童の育成ができるであ
ろう。

【仮説２】
児童の実態を把握し、それに即して課題となる道徳的価値の重点
的指導を行い、指導に生きる年間指導計画に基づいて指導を行え
ば、よりよく生きようとする児童の育成ができるであろう。

【仮説３】
学校や学級の環境を整備し充実すれば、児童の豊かな心を育み、
よりよく生きようとする児童の育成ができるであろう。
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研究の実際



『道徳の基礎・基本を学ぶ』

校内研修『道徳の基礎基本』（道徳中央研修の資料より）

　指導者：研究主任　結城淳子



『道徳の基礎・基本を学ぶ』

「模擬授業及びご講義」

指導者：比企郡川島町立中山小学校　佐藤香織　先生



『道徳の授業の工夫』

（１）ねらいとする児童像の明確化と発問の工夫

（２）自己の生き方を振り返るための書く活動

（３）動作化、役割演技を取り入れた指導

（４）再現構成法的手法による指導

（５）ねらいとする児童像にせまり、事後指導に

生きる終末の工夫



『道徳の授業の工夫』

（１）ねらいとする児童像の明確化と発問の工夫

【第１学年】　内容項目２－（１）
『気持ちのよいあいさつ、言葉遣い、動作などに心掛けて、明
るく接する』

ねらいとする児童像
『自分から、届く声で挨拶する子』



『道徳の授業の工夫』

（２）自己の生き方を振り返るための書く活動

自己の生き方に結びつけながら自覚を深める



『道徳の授業の工夫』

（３）動作化、役割演技を取り入れた指導

友達になれてうれしい
気持ちを表す動作化

思い切って挨拶する
場面の役割演技



『道徳の授業の工夫』

（４）再現構成法的手法による指導



『道徳の授業の工夫』

（５）ねらいとする児童像にせまり、事後指導に
生きる終末の工夫



『西部地区道徳教育研究協議会』の実践



平成２６年度　授業研究会の様子



研究の実際



調査計画部は、研究の仮説２を受けて創設され

た部である。

○児童や保護者、教職員にアンケート調査を実施

○重点化していきたい指導内容の明確化

○年間指導計画の作成及び教科等と道徳教育との関連







各学年 重　点　項　目

全体の
傾向

「節度ある生活習慣」「不とう不屈・努力」に課題が見られるため、学校全体で重点
とする。

１年生
学校での集団生活に早く適応できるよう、みんなのために「勤労する態度を育てる」
ことを重点にする。

２年生
「正直、素直」に生きることと、人との関わりの第一歩である「あいさつ返事」を重
点にする。

３年生
「郷土愛」に課題が見られ、中学年から地域での生活が活発になることも考えられる
ため、「郷土愛」を重点にする。

４年生
３年生と同様、「郷土愛」に課題が見られ、また、社会科において地域の学習も行わ
れるため、関連を考え、引き続き「郷土愛」を重点とする。

５年生
高学年になり、女児のグループ化も進む中、「公正公平、正義」「真理、進んで取り
組む」を重点にする。

６年生
差別、いじめを考えていく機会をもたせるために「公正公平、正義」を重点にする。
最高学年として「自由、責任」を重点にする。







環境整備部は、研究の仮説３を受けて創

設された部である。

○校内の美化

○道徳教育を意識した環境整備

○提示資料の整備













道徳の時間に発表してい
ますか？

道徳の時間にお友達の発表
をよく聞いていますか？



道徳の時間に自分の考え
をもって取り組んでいま
すか？

自分の考えや想いをワー
クシートに書くことはで
きますか？



児童の記述より　（道徳についての感想）

４年生

６年生

～価値の変容をうかがわせる記述～



児童の記述より　（道徳についての感想）

３年生

６年生

～自己の生き方を振り返ることができている記述～



全国学力・学習状況調査

「児童質問紙より」

質　問　事　項 本校 県 全国

学校のきまりを守っていますか
93.3
%

93.1
%

90.5
%

難しいことでも、失敗を恐れないで挑戦していますか
92.1
%

77.8
%

75.1
%

友達の前で自分の考えや意見を発表することは得意です
か

75.3
%

50.4
%

49.5
%

友達と話し合うとき、友達の話や意見を最後まで聞くこ
とができますか

95.5
%

93.3
%

91.7
%

学級の友達との間で話し合う活動を通じて、自分の考え
を深めたり、広げたりすることができていると思います
か

84.2
%

70.0
%

65.9
%



教職員の振り返りより（一部抜粋）

○教材研究を深めることで、ねらいとする価値を明確にもつ
　ことができ、児童の多様な意見を引き出すことができ、主
　人公の心情を深く考えさせることができた。

○調査計画部による道徳アンケートにより、児童の道徳的価
　値がどのような状態にあるかを把握することができた。ま
　た、本校の実態に即した年間指導計画を作成し、より児童
　の実態に合った計画的な道徳の時間を行う体制ができた。

○環境整備部が授業で提示する資料を整備することで、資料
　を生かし、毎時間充実した授業を行うことができた。ま
　た、校内の掲示を充実させることで、学校生活の中で様々
　な道徳的価値に触れることができ、児童の道徳的価値を深
　める一助となった。



○より多様な価値観が学級で表現され、他者の価値観に

触れられるよう、発問の工夫をしていく必要がある。

○今後も児童の実態を把握し、課題を見出し、計画的に指

導していく必要がある。

○さらに道徳的価値を深めていき、道徳的実践力を育て、

「よりよく生きようとする児童の育成」を図っていきたい。





職 員 一 同


